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きのこの休は、 一般的に微細な糸

状の菌糸からできています。菌糸は、

種子植物でいえば根・ 茎 ・葉に相当

し、いわば“きのこ"にとって本体に

あたる重要な部分です。

この菌糸は、葉緑素がないために自

分で養分を作り出すことができず、

もっぱら他の生物に寄生した生活か、

枯死体から栄養分を得る腐生生活をし

ています。

菌類は、胞子をつくる場合に子実体

(しじったp)をつくります。この子実

体が、目立って発達しているものを、

一般に「きのこ類」とLミい、そうでな

く微細で、顕微鏡的な大きさのものを

「かび類」と呼んでいます。きのことか

びは、分類学的にまとまったグループ

をさすのではなく、習慣上の区別にす

ぎません。

日本には、およそ5，000種のきのこ

が知られています。そのうち、神奈川

県では500種ほどが確認されていま

す。フルイタケやニオウシメジのよ

うに、亜熱帯性のきのこも見られま

すが、気候に関連して暖温帯性のき

のこが大部分をしめています。箱根

や丹沢の標高の高いところでは、ブ

ナやミズナラの倒木上に、ツキヨタ

ケ、ムキタケ、ブナノ、リタケ、ヌメリ

ツパタケなどの冷?晶帯性のきのこも

みられます。

今から 20年前に発足した「神奈川

キノコの会」の調査によって、神奈

川県にどんなきのこがあるのかは、

次第に明らかにされつつありま

す。収集した襟本類は当館や平

塚市博物館、横須賀市自然博物

館の収蔵庫にそれぞれ保管され

ています。

しかし、小田原市とその周辺地

域のきのこの本格的な調査はまだ

行われていません。まず館の周辺

を対象としてどんなきのこが見ら

れるのか調べてみました。

入生田駅北側の照葉樹林

箱根外輪山の下端に位置する

塔ノ 11阜(楳高566.3m)の東側に

のびる尾根の先端部分にあたり

ます。乙の地域は、小田原市の中
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入生田のきのこ

心に比べ箱根山塊の影響を受け、市

街地よりも降水量が多い傾向にあり

ます。

乙の付近は、スギやヒノキの植林

地として、またミカン畑として利用

されている斜面も目立ちますが、長

興山鉄牛柄l尚の寿塔付近の樹叢は、

「かながわの美林50選」に選ばれ、ま

た長寿固から妙力寺にかけての周辺

にはス ダジ イの立派な林が残されて

います。9月中旬から10月下旬にかけ

て、長寿国近くのスダジイを主体と

した樹林内の地面には、 ドクツルタ

ケが各所で見られます。このドクツ

ルタケは、高さ 15cmぐらいの大きさ

のもの 1本で、元大関の小錦をあの

世へ送るほどの毒性をもちます。 ド

クツルタケの特徴は、柄にっぽとつ

ぼをもち、 一説には “毒性をもっ純白

の鶴のような茸"という意味あいで

名づけられたといわれます。このき

のこは、手でふれたぐらいでは心配

はありませんが、食べる乙とは厳禁

です。平成8年の秋には、この林内で

80本以上発生しました。その他に、

ローマの皇帝が好んで、食べたきのこ

といわれるタマゴタケも発生してい

ます。両者はテングタケ科に属する

きのこで、形態が複雑に分化し、きの

このなかでは進化したグループに属

します。

また、スギ植林地の朽木上には、ス

ギ林特有のスギヒラタケや落枝上には

スギエダタケが発生します。

生出智哉(学芸員)

博物館から南に位置する一夜城

早川沿いに下り、太閤橋を横切ると一

夜城公園へ通じる道に出ます。ミカン

畑、さらにその上は、f，'ij齢40年生ぐらい

のスギの植林地になります。このスギ林

は箱根ターンバイクの上を横切り一夜城

公園付近まで続いています。一夜城公園

付近はマツが植栽され、スダジイ、コナ

ラ、タブノキなども見られます。

スギ植林地内で見られるきのこは、

北側の照葉樹林やスギ林で見られるも

のと閉じものですが、道路沿いの草地

ではハタケシメジやホコリタケの群生

が目立ちます。ハタケシメジは道路沿

いや畦などの人の影響を受ける場所に

多量に発生する食用きのこです。

ホコリタケはキツネノチャブクロと

も呼び、高さが 3~4cmのやや細長い

白いI，;j(状のきのこです。やがて、袋内

の胞子が熟すと先端部に穴があき、褐

色に色づいた胞子がほこりの様に外部

に飛び出ます。中l床が白いうちは、薄

く切ってお吸物の具にします。

公園周辺の松を主とする林や芝生上

には、コガネタケ、ササクレヒトヨタ

ケ、ケコガサタケなど開けた草地に発

生するきのこが見られます。そのなか

でも、コガネタケは形態的に興味深い

種類で、からだ全体が黄色一色で、傘

の表面や柄はあたかも黄粉をかぶせた

様な微細な粉に覆われます。食べられ

るきのこですが、この黄色い粉を煮ご

ぼさないと、人により軽~HI:)毒を起こ

すととがあるので注意が必要です。

図1 ドクツルタケ(テングタケ

科)柄につばとつぼをもっ純白な

きのこ(獄窓) 入生田では，人家

の周辺にも見られる.

図2.ハタケシメジ(キシメジ科) 道路沿いの土上に発

生する食用きのとでひだの色は白色.議きのこのクサウ

ラベニタケは，ひだが桃色か肉色をしているので区別が

つく.
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